















次期提言でめざす地域のイメージに近づくために（案）





資料７





■学校・家庭・地域の協働による取組みのさらなる推進





三者が協働した取組みを進めるため、教育コミュニティづくりに関わる人材の育成・定着を図り、持続的な活動を支えるネットワークの構築を進める。








＜府の取組み＞


　（働きかける対象：社会教育行政・社会教育施設


職員・地域で活動しているリーダー等）


　　○具体的取組み（例）


・コーディネーター研修、ボランティア研修


　実践交流会


・府内各市町村等の好事例の情報提供


・社会教育セミナー


・人権教育セミナー、大阪府社会教育研究会議、社会教育関係者実践交流会


・学びあい講座（大阪教育大学）及び大阪府公民館・関連施設連絡会と連携





学ぶ





■大人が地域課題を学ぶ機会をつくる


　





　○具体的取組み（例）


　　　 ・学びを深める講座


　　      「防災マップづくり」「自分の身を守る方法を学ぼう」等の参加しやすいテーマを設定する。　


　　　 ・出前講座


  行政が行っている講座なども活用して実施する。


・活動を広げる講座　　 








■地域課題への気づきを促す





　○具体的取組み（例）


　　・防災訓練（障がい者問題、高齢者問題　等）


　・フェスタ（外国人問題、障がい者問題　等）


・学校への学習活動支援


（障がい者問題、環境問題　等）


・親学習（子育て不安　等）











気づく





○多様な活動主体との連携（例）


　　・連携先


福祉部局等の行政部局、社会福祉協議会・ＮＰＯ等の機関や団体　等　


・連携内容


課題や現状についての情報提供、


相談コーナーの設置　等　








○多様な活動主体との連携（例）


　　・連携先


福祉部局等の行政部局、社会福祉協議会・ＮＰＯ


等の機関や団体　等


　・連携内容


講師派遣、共催講座の実施　等　








■できることから始めようという


意識の醸成を図る





○具体的取組み（例）


　　・ボランティア活動フェア　等


できることから始めようと思ってもらえるよう、個人や団体から支援活動の内容を発表してもらう。　　　


　








■課題解決に関わるさまざまな取組みを


知ってもらえるよう情報提供する


　　


　○具体的取組み（例）


　　・公民館等社会教育施設で、さまざま支援の取組み情報が閲覧できるよう掲示する。


　　・PTA等の団体に対し、定期的に情報提供する。


　


　














大人の気づきを促し、自ら考え、課題解決につながる行動をする人の数を


増やしていくことにより、地域の教育力の向上につなげる。








始める





知る





○多様な活動主体との連携（例）　


・連携先


福祉部局等の行政部局、社会福祉協議会・ＮＰＯ等


の機関や団体　等


　・連携内容


取組みへの参加、参加者・参加団体の紹介　等





○多様な活動主体との連携（例）


・連携先


福祉部局等の行政部局、社会福祉協議会・ＮＰＯ


等の機関や団体　等　


・連携内容


さまざまな取組みの情報提供　


　　　








